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研究成果の概要（和文）： 本プロジェクトは、経済統計とりわけ政府統計において重要な課題となっている問題に関
して、その統計学的・制度的側面について検討してきた。
 主たる研究トピックは、ミクロ統計については、小地域統計の推計にまつわる統計理論的問題、標本調査のデザイン
の問題、データの秘匿ならびに開示リスクに関する問題、家計調査の改善問題などである。マクロ統計については、GD
P推計についての改善問題、人口推計に関連して死亡率予測の方法の改善問題などである。さらにミクロ統計とマクロ
統計の整合性の問題、例えば種々のベンチマーク問題などについて検討し、成果を得た。

研究成果の概要（英文）： This research project has been concerned with some important issues of economic 
statistics, in particular official statistics. We have studied statistical and institutional aspects of 
official statistics. The project members have published many academic papers and given presentations at 
various academic meetings.
 For micro-statistics, notable topics we have studied are analytical problems of estimating small-area 
statistics, design of a survey questionnaire, concealment of information and risks associated with 
disclosure of private information, and improvements of income and expenditure surveys. For 
macro-statistics, we have studied estimation of GDP statistics, and modelling of mortality forecasts 
associated with population estimates. Finally, we have made some progress on consistency of micro and 
macro statistics, for example, various benchmark problems of an aggregated data with its components.
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１．研究開始当初の背景 
経済統計、とりわけ政府統計は、経済・社
会の動向を理解し、政策を実施、評価するた
めには不可欠な情報であることは言うまで
もない。最近は evidence-based policyという
こともよく言われ、政府統計の重要性は一般
に広く認識されつつあると思われる。また統
計の利用に関してはインターネットの充実
もあって極めて便利になってきている。しか
し、経済統計・政府統計への信頼性は、近年
必ずしも増しているとは言えない状況であ
る。経済社会の急激な変化に伴い、政府統計
の質の確保が困難になりつつあるといえる。 

 
ミクロ経済データにおいては、統計調査を
とりまくプライバシー意識の高まりから、調
査精度の確保が難しくなりつつあるという
問題や、情報開示と秘密保持の両立という匿
名化問題などを挙げることができる。マクロ
経済統計の側面では、GDP 統計などに代表
されるマクロ公表系列の質と信頼性の問題、
信頼性の高い将来人口の推計の問題、地域に
よる経済情勢のばらつきの把握などの問題
を挙げることができる。さらに異なった統計
間、例えばミクロ統計とマクロ統計間、の整
合性の検証し、より整合性の高い統計の体系
を目指すという問題がある。 

 
しかしながら政府統計を巡る重要論点に
ついて、担当部局をまたいでその知見が共有
されることは少なかったと思われる。またそ
れらの話題が広く研究者間で議論されるこ
とも少なかった。 
 
２．研究の目的 
上記のような事情を考慮し、本研究プロジ
ェクトは、経済統計・政府統計の技術的・制
度的問題点を、主に統計学的立場から包括的
に検討し、できる限り具体的な改善策を提案
していくという、一つの新しい方向性を目指
したものである。 
  
第１のテーマは、ミクロ経済統計の様々な
問題の検討である。それらは近年プライバシ
ー保護の観点から重要となっている標本調
査の改善問題、個人情報の秘匿と開示リスク
の問題、またより細分化された統計を作成す
るための小地域統計の推定問題、種々の所得
調査や消費統計間に関わる整合性の問題な
どである。 
 第２のテーマは、マクロ経済統計について
の検討であり、それには近年その精度に関心
が集まっている GDP 統計や人口統計につい
ての検討等がある。 
 第３のテーマは、上記の関連として、レベ
ルの異なった経済統計間の整合性について
の問題である。例えば、ミクロ統計とマクロ
統計の整合性や、四半期データと年データの
季節調整の整合性の問題の検証と改善策の
検討等である。 

 
３．研究の方法 
(1) 研究会議の開催と外部報告者 
本プロジェクトでは、多くのメンバーを抱
えているが、メンバー間の交流を図り、直接
的意見交換のために毎年度研究集会を開い
た。その際、研究集会のさらなる重要な目的
として、統計学研究者が主体である本プロジ
ェクトのメンバーと実際に経済統計・政府統
計に作成者または利用者として携わってい
る方々との積極的な交流を意図した。そのた
め各年度の集会において、各年度そのような
外部からの報告者を迎えた。 
 
2011 年度の第１回目の研究集会では、「政
府統計の現状と課題」というセッションを設
け、実際に主要な政府統計を作成されている
厚生労働省，内閣府，総務省の担当者を招き、
作成上のポイントや課題を報告して頂いた。
さらに人口統計の推計ならびにパネルデー
タ作成上の課題、また地方の地域景気動向調
査に関しても報告して頂いた。 
2012 年度の第２回目の研究集会では、「東
「東北地域と経済統計」というセッションを
設け、地方政府において統計に関わっている
方に、そのあり方や課題などについて報告し
て頂いた。さらにマクロ経済統計の作成者お
よび利用者としての立場からその問題点や
改善の方向性についての報告を頂いた。 
2013 年度の第３回目の研究集会は、雇用・
失業統計、人口統計、ならびに生産性統計の
現状・課題についての報告をして頂いた。さ
らに「季節調整」に関するセッションをもう
け、季節調整のさまざまな問題について、米
国センサス局からの招聘研究者の報告とと
もに、プロジェクトのメンバーの報告が英語
セッションとして行われた。 
2014 年度の最終年度の研究集会は、日次デ
ータによる物価指数の作成についての問
題・課題を報告して頂いた。また最近の重要
なトピックである「小地域統計の問題」を特
別セッションとして取り上げた。このセッシ
ョンにおいても外部の方から小地域統計推
計の応用例について報告を頂いた。 
 
(2) 研究組織 
 本プロジェクトは、経済統計ならびに政府
統計の多岐にわたる課題に取り組みことを
目標としており、単一の研究機関のプロジェ
クトとして形成することには無理がある。そ
れぞれのトピックにおいて国際的な研究科
活動を行っている研究者を選んでプロジェ
クトを組織した。 
 
(3) 研究分担者の個別研究テーマ 
 プロジェクト参加者は、本研究計画と各自
の得意な分野との関連で具体的研究を進め
た。研究集会での報告を始め、雑誌への発表、
学会報告を積極的に行った。プロジェクト参
加者の主たる個別研究の具体的テーマは、以



下である。 
 
土屋は標本調査は、標本調査にまつわる問
題、特に調査票のデザインとその効果につい
て検討した。 
星野はミクロ統計の匿名化に関して、匿名
についての開示リスクの評価方法を検討し
た。 
久保川は小地域統計の推定に関して、ベン
チマーク問題、推定精度の向上に関して新し
いアプローチを検討した。 
山本と千木良は、人口推計に関わる死亡率
の予測方法に関する研究を行った。また GDP
統計におけるミクロ統計との整合性の問題
も検討した。 
 国友と川崎は、時系列統計、特に GDP 統計
におけるベンチマーク問題を検討した。また
地域の時系列統計における県別統計との季
節調整の整合性の問題を扱った。 
 国友と佐藤は、時系列統計において異常値
や構造変化をどのように季節調整に組み込
むかについて新しい方法を検討した。また非
定常な多変量時系列統計において、どのよう
にトレンドや季節性を取り出すかについて
の方法を研究した。 
 高岡は、日本の政府統計の季節調整の現状
について検討した。法人企業統計等を例とし
て、季節調整の安定性の問題を検討した。 
 宇南山は、「家計調査」に対する批判など
についての検討を行った。また種々の消費統
計間に生じている差の原因について検討し
た。 
 
４．研究成果 
本プロジェクトのメンバーは、以下の５で
示されているように、非常に多くの雑誌論文
の公刊、学会報告を行った。全て紹介するこ
とは不可能なので、ここでは各年度の研究集
会での報告に焦点をあてて、その主たるトピ
ックごとにまとめて、「報告標題」（報告年度）
を抜粋して報告する。 
 
(1)標本調査の実際と課題 
「景気関連調査のための Web 実験調査」
(2012)では、Web 調査に関する実験を通じて、
その問題点ならびに望ましい方向が明らか
にした。 
「調査票デザインに関する実験」(2014)では、
調査票のデザインによって、どのように反応
が違うかが実験的に明らかにした。 
 
(2)匿名化と開示リスクの理論と課題 
「匿名化の諸問題（労働力調査への応用）」 
(2011)では、匿名化の問題を理論的に整理し、
労働力調査を例として匿名化にまつわる課
題を明らかにした。 
「住宅・土地統計調査の開示リスク評価」
(2014)では開示リスクの評価方法を提案し、
住宅・土地統計調査への適用例として検討し
た。 

 
(3)小地域統計の理論と応用 
「小地域推定とベンチマーク問題」(2012)は、
小地域推定のベンチマーク問題について、い
くつかの混合モデルを用いた解決案が提案
し、応用例が示した。 
「変量分散モデルを利用した小地域推定」
(2014)では、不均一な地域分散を効率的に推
定する変量分散モデルを提案し、その有効性
を応用例で示した。 
 
(4)消費統計ならびに物価統計に関わる問題
「家計調査とサンプリング」(2011)は、家計
調査での問題とされているバイアスの問題
に関して、その論点を整理し改善策を提案し
た。 
「高齢者世帯の消費行動と物価指数」(2013)
は、年齢別の消費パターンを用いて、年齢別
の物価指数を導いた。 
 
(5)季節調整に関する様々な問題についての
理論と応用 
「構造変化と季節調整」(2012)は、大きなシ
ョックがあった時にどのような季節調整が
適当かを検討した。 
「 On Official Seasonal Adjustments in 
Japan」(2013)は、日本の政府統計で広く用
いられている X12-ARIMA 法について、その特
徴・問題点を明らかにした。 
 
(6)種々の統計間の整合性について 
「経済時系列とベンチマーク問題（GDP への
応用）」(2011)は、四半期データと年データ
の季節調整における整合性の問題を時系列
理論の側面から検討し、新たなアプローチを
提案した。 
「地域統計の季節調整問題」(2014)は、県別
の時系列データと地域にまとめたデータに
ついての季節調整の整合性を取り扱う方法
を提案した。 
「トレンド・季節性とマクロ系列」(2014)で
は、多次元の時系列データにおいて、トレン
ド（非定常要因）や季節性を個別に取り出し
て、それらの関係を求める試みを提案した。 
「観測誤差と線形制約を伴う真のデータの
推定に関する新たな近接法」(2014)は、ミク
ロ統計の使用表と供給表から作られるGDP統
計について、できるだけ両者の整合性を維持
できるような試案を提供した。 
 
(7)人口統計の推計問題 
「Lee-Carter 法と人口推計」(2012)では、生
命表に基づく Lee-Carter 法による死亡率予
測の時系列的理論特徴を明らかにし、新しい
生命表に基づく新しい寿命の予測方法を提
案した。 
 
なお各年度の研究集会での報告は、それぞ
れ東京大学大学院経済学研究科付属・日本経
済国際共同研究センター（CIRJE）研究報告



書シリーズの CIRJE-R-10，CIRJE-R-12、
CIRJE-R-16、ならびに CIRJE-R-18 にまとめ
られている。これらは，CIRJE の URL にアッ
プロードされている。 
http://www.cirje.e.u-tokyo.ac.jp/resear
ch/03research_report_j.html 
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